
 

 

 

 

 

 

干支の「子」「鼠」を「ね」ほりはほり 

令和２年・2020 年の干支は「庚子（かのえね）」です。ねずみ年に因んで、 

いろいろ「子」のことばあそび、文字遊びをしてみました。 

ねずみの語源  

「寝ず身」説 寝ず身で、真面目にコツコツと働き、倹約家という説 

「根棲み」説 大国主命が根の国（根之堅州国。黄泉の国ともいう）を訪れたときに、 

危ないところをねずみに助けてもらったという話があり、根の国に棲む 

ことから「根棲み（ねずみ）」になったという説。『古事記』より 

「穴棲み」説 穴棲み（あなずみ）の音が変化したという説。 

「盗 み」説 人間の周りにいて食料を盗む生き物。「盗み（ぬすみ）」が転じたという説。 

「寝盗み」説 夜行性で人が寝ている間に食料を盗むので、「寝盗み（ねぬすみ）」が転じ

たという説。 

「子」がつく名前は、現代っ子の「キラキラネーム」に対して「シワシワネーム」

と言って、今や婆々の名前。「子」という漢字を分解すると、「一」はじめと「了」

おわり。人生の「一」始めから「了」終わりまで全うするという、おめでたい字面

です。だから、女の子の名前に「○子」とつけたのは、子（こ）の子（こ）が人生

をしっかり全うできるようという親の子（ね）がいが子（こ）められていた。 
  
平安時代・嵯峨天皇が次のような「子」の漢字 
が 12 並んだものを何と読む？と尋ねた。 

「猫
ねこ

の子仔
こ こ

猫
ねこ

、獅子
し し

の子仔
こ こ

獅子
じ し

」と 小 野 篁
おののたかむら

 
が即座に答えたという。 
「子」という漢字は、干支の「ね」、訓読みの「こ」、 

音読みの「し」「じ」の 4 通りある。しかし、 

様子
ようす

の「す」、面子
め ん つ

の[つ]、餃子
ぎょうざ

の「ざ」もあり 

団子
だ ん ご

の「ご」など 8 通りも？あるので、 

ヒライ流に「ねここねこね、こしこねこね」（猫仔猫ね、腰コネコネ）➀ 

「すし
寿 司

すこし
少 し

ね
ね
、すじこ

筋 子
のす

寿
し
司
ね
ね
」➁  

「ごこ
五 個

すこし
少 し

ね
ね
、すし

寿 司
すじ
筋

こ
コ
ね
ね
」➂と読んでみた。 

子子子子 子子子と書いて（ねこじし こねこ）という 

ペンネームのライトノベル作家がいる。 

 

 

 

 

 

 

楽
がく

習
しゅう

塾 塾長 平井 幸雄
た か お

 

hiraisin@par.odn.ne.jp 

 

ヒライ信 
ＶＯＬ.3 

2020 年 1 月 
令和 2 年 1 月 
第 245 号 

 

ね
ず
み
か
ら 

 

始
ま
る 

干
支
を 

 

寄
り
揃
い 

め
で
た
さ
も 

 

ち
ゅ
う
に
な
れ
や 

変
起
こ
せ 

 

尽
き
ぬ
曙 

 

福
祝
い
笑
む

 

 
子子子子子子 
子子子子子子 

一＋了 

いろは 48 文字を、一

つずつ使い「ね」歳を

寿ぎました 



子の棲みついた漢字 

干支の「子」の入った漢字を、ねほりはほり集めてみました。「子」という字は、頭部の大きな

幼児の形からきた象形文字です。ねずみはたくさんの子を産み子孫繁栄というくらい 223 文字も

ありました。その漢字の読みと意味を調べてみました。「子」を寝ずに見てください。 

コ・シ・ネ 
キョウ 
ぼうふら 

ケツ・ゲツ 
 ひとり 

シ・こ コウ・あな ヨウ・はらみ ジ・あざ シ・ ジ 

        

こども、た
ね、小さい、 
ねずみ 

ぼうふら 
ひとり 
ちいさい 
のこる 

動物の子 
こまかい 
たえる 

あな、深い 
はなはだ 

はらむ 
みごもる 
妊娠する 

もじ 
あざな 
はぐくむ 

ふたご 

ソン・ある 
かえ（す）  
はぐく（む）  
まこと 

リ・すもも 
シ ・ 

つと（める） 
ガク  
まなぶ 

ガク 
「学」の異体字 

コウ 
このむ 

すく  よい 

コウ 
キョウ 

        
ある、いる 
たもつ、思
う、考える 

卵をかえす 
はぐくむ 
まこと 

すもも  
役人、獄官
裁判官 

つとめる 
はげむ 
精を出す 

まなぶ 
体系化された知識 

まなびや 

このむ、す 
く、愛する 
親しい 

子が親を 
大切にし、 
よく仕える 

シ 
キ  
すえ 

モウ（マウ） 
キョウ 
うける 

ハイ ・ホツ  
ボツ 

ド・ ヌ 
つまこ 

セン、 ジュ
ウ、 ニュウ 

シ 

        
キササゲ 
木材を加工

する 

とき、時節 
終わりの月
すえっこ 

はじめて生
まれた子 
長子、おさ 

供えられた
ものをうけ
る。奉る。 

ほうきぼし 
むっとする 

つまこ（妻
子）奴 

つつしむ、 
よわい、  
みなしご 

つちかう 
育てる 

ク・コウ  
ほ（える） 

タイ  
はらむ 

ボツ ・ ホツ  

お（こる） 

 にわ（かに） 

ニュウ 
ちち 

シ 
とりこ 
と（る） 

ジュン   
タイ 

ホツ 

        
ほえる、大
きな声で叫

ぶ 

はらむ 
みごもる 
妊娠する 

おこる 
にわかに 

ちち、幼い 
育てる 
子育て 

ボラ 
とりこ 
捕虜 

いしづき 
釜や鍋の水
が沸いて吹
きこぼれる 

ユウ・ユ 
あそ（ぶ） 

きょう 
おし（える） 

カク  
くるわ   

フ 
くるわ 

シュン・ジ
ュン  

あつ（い）・
もっぱ（ら） 

スイ・フ 
コウ 

 こうじ 
 もと 

ジュク 

        
あそび 
ゆとり 
よゆう 

おしえる 
おそわる 
いましめ 

くるわ 
色里、遊里 

城壁の外側
に設けた囲

い 

あつい 
味の濃い酒 

酒を飲みす
ぎて酔う 

こうじ 
こうじかび 

まなびや。
教える私    
設の学舎 

ウエブサイトを、マウスを使って検索しました 

https://jigen.net/ https://kanji.jitenon.jp/ 

https://jigen.net/


カク ホツ ホツ シ ソン 
ソン のが
（れる）へり
くだ（る） 

カク 

        
雨が上がり
空が晴れる

さま 

小麦粉をこ
ねて蒸した
菓子の類 

香り。かん
ばしいさま 

農作物を食
い荒らす害
虫の類 

香草の名 
のがれる 
ゆずる 

動物の毛や肉を取り去っ
た皮 

モウ ホツ・ボツ ト 
ジュン  
タイ 

ホツ ジュク タイいしづき 

        
化学元素の
一つ。 
マンガン 

ハト科の鳥 
いえばと 
どばと 

香る。 
かんばしい いしづき 

釜や鍋の水
が沸いて吹
きこぼれる 

うれる 
じゅくす 

いちづき。矛や槍などの柄
の下端につける金具 

サン コウ サン・セン 
コ 
こも 

モウ 
たけし 

ボウ  
モウ   

フ ユウ 

   

 

    

寝台車 すね 
水がさらさ
らと流れる 

こも 
むしろ 

荒々しい 
はげしい 

イナゴの 
一種 

蜉蝣は、 
かげろう 

フ･ふすま フ ケイ ジュン タイ ジュ ゲツ・わざわい・わきばら 

        

ふすま 
小型の 
いるか 

財産、財貨 ねんごろ 恨む、憎む ちのみご 
ひこばえ 

めかけの生んだ子 

 
﨧鷻鶉鯭鯚鯙 驐韕鞯鋢銌
釨郣逰逊蹾覎 袸蜳荪芓窙
礅矷痚琈珔獤 猻狲犼犜犉
牸焞烰潡漷漖 涍浡洊汓橔
槂斆斅撴撉搎 掹愻恏弴庨
崞屘宯孾孻孹 孷孴孲孮孭
孬孪孧孢孠孞 孙娐墪墩墎
埻垺𪴏囝嚲噋 嘋哹哱吇勐
僝侾侼侟亸䦻 䢊孿  

    

チュー
意して
ね 


